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小
松
正
昭

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム・ロ
ー
ン
問
題
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

●
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
昨
年
来
、
世
界
経
済
に
深
刻
な
危

機
を
も
た
ら
し
て
い
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン

問
題
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
に
ど
の
よ
う
な
問

題
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
う
え
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
に

対
す
る
国
際
的
金
融
支
援
策
が
有
効
に
機
能
し
て

い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
九
九
七
年
に
始
ま
っ
た
ア

ジ
ア
金
融
危
機
に
よ
っ
て
最
も
深
刻
な
影
響
を
受

け
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
経
済
は
回
復
を
始
め
、
為
替
レ
ー
ト
は
比
較

的
安
定
的
に
推
移
し
、
国
際
収
支
に
つ
い
て
も
経

常
収
支
の
黒
字
定
着
お
よ
び
国
際
資
本
の
再
流
入

に
よ
る
外
貨
準
備
の
大
幅
増
加
な
ど
、
構
造
的
な

改
善
を
進
め
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
銀
行
部
門
に
つ
い
て
も
政
府
の
資
本
注
入
に
よ

る
不
良
資
産
の
償
却
、
資
本
比
率
の
改
善
な
ど
に

よ
っ
て
構
造
改
革
が
進
み
、
こ
の
一
、二
年
は
金

融
仲
介
（
預
金
か
ら
貸
し
出
し
へ
の
仲
介
）
が
本

格
的
回
復
を
見
せ
始
め
て
い
た
。

し
か
し
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
影
響

が
深
刻
化
し
た
昨
年
一
〇
月
以
降
の
状
況
を
見
る

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
収
支
構
造
は
引
き
続

き
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
限
ら

ず
国
際
資
本
移
動
を
自
由
化
し
て
い
る
途
上
国
全

体
に
当
て
は
ま
る
。）
ま
た
ア
ジ
ア
金
融
危
機
後

導
入
さ
れ
た
国
際
的
金
融
支
援
の
枠
組
み
も
、
今

回
の
危
機
に
際
し
て
、
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
。

●
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム・
ロ
ー
ン
問
題
の
国

際
収
支
へ
の
影
響―

二
〇
〇
八
年

央
以
降
の
展
開

ま
ず
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
世
界

経
済
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
国
際
的
資
本
移
動
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
も
た
ら
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の

影
響
は
昨
年
の
一
〇
月
以
降
本
格
的
に
表
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
昨
年
の
第
４
四
半

期
の
経
済
統
計
、
特
に
国
際
収
支
統
計
に
つ
い
て

は
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

こ
こ
で
の
議
論
は
主
と
し
て
現
在
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
二
〇
〇
八
年
第
３
四
半
期
ま
で
の
暫
定
的

数
値
と
、
今
年
一
月
初
め
に
行
っ
た
現
地
調
査
の

際
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が
深

刻
化
し
た
昨
年
一
〇
月
以
降
、
巨
額
の
資
本
流
出

と
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
央
銀
行
は
巨
額
の
為
替
介

入
を
行
い
ル
ピ
ア
の
減
価
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
。

　

対
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
は
じ
め

の
一
ド
ル
約
九
〇
〇
〇
ル
ピ
ア
強
か
ら
一
一
月
末

の
一
〇
九
五
〇
ル
ピ
ア
に
約
一
八
％
減
価
し
た
。

こ
れ
に
対
し
中
央
銀
行
は
昨
年
一
〇
月
の
一
ヶ
月

間
で
六
二
億
ド
ル
を
超
え
る
ド
ル
売
り
ル
ピ
ア
買

い
介
入
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

幅
な
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

（
ル
ピ
ア
の
対
円
レ
ー
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
か

ら
一
一
月
末
ま
で
に
三
〇
％
強
も
減
価
し
て
い

る
。）　

流
動
性
外
貨
準
備
（
金
、
そ
の
他
の
非
流

動
的
外
貨
準
備
を
除
く
）
の
残
高
は
二
〇
〇
八
年

七
月
末
五
八
〇
億
ド
ル
、
八
月
末
五
六
〇
億
ド
ル
、

九
月
末
で
五
五
〇
億
ド
ル
と
徐
々
に
低
下
し
た
後
、

一
〇
月
末
に
は
四
八
八
億
ド
ル
へ
と
低
下
し
た
。

一
〇
月
ひ
と
月
間
に
、
外
貨
準
備
残
高
の
約

一
一
％
に
あ
た
る
六
二
億
ド
ル
を
失
っ
た
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
こ
の
後
一
一
月
に
は
さ
ら
に
若
干

の
外
貨
準
備
が
減
少
し
た
が
、
一
二
月
に
は
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四
九
六
億
ド
ル
へ
と
若
干
回
復
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
中

央
銀
行
介
入
が
な
け
れ
ば
、
変
動
為
替
制
度
の
下

で
ル
ピ
ア
為
替
レ
ー
ト
は
、
一
八
％
を
は
る
か
に

超
え
る
大
き
な
減
価
に
直
面
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
も
し
為
替
レ
ー
ト
が
よ
り
大
幅
に
減
価
し
て

い
た
と
す
れ
ば
、
市
場
の
不
安
は
高
ま
り
よ
り
多

く
の
ル
ピ
ア
売
り
ド
ル
買
い
と
い
う
資
本
逃
避
を

招
き
、
そ
れ
は
本
格
的
な
危
機
を
も
た
ら
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
九
七
年
の
危
機
に
際
し

て
導
入
し
た
変
動
為
替
制
度
は
、
国
際
収
支
問
題

を
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
資
本
の
流
出
と
為

替
レ
ー
ト
の
減
価
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
中
央
銀
行
発
表
に
よ
る
国
際
収
支
の
中
の

金
融
収
支
（
従
来
資
本
収
支
と
呼
ば
れ
て
き
た
項

目
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
際
収
支
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
定
に
沿
っ
て
、
本
論
で
は
金
融
収
支
と
呼
ぶ
）
を

詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
前
に
、
ま
ず
前
提
と
な
る
経
常
収
支
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
以
降
、

世
界
経
済
不
況
の
結
果
、
世
界
的
に
貿
易
は
大
き

く
縮
小
し
、
さ
ら
に
原
油
価
格
が
大
幅
低
下
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
央
銀
行
の
今

年
一
月
時
点
で
の
予
測
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年

の
経
常
収
支
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

国
際
収
支
を
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
保
つ
た
め
に
は
、

こ
れ
に
見
合
っ
た
金
融
収
支
、
す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト

で
ゼ
ロ
か
若
干
の
プ
ラ
ス
程
度
の
資
本
の
流
入
が

あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
表
１
の
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七
年
お

よ
び
二
〇
〇
八
年
第
３
四
半
期
ま
で
の
数
値
を
基

に
、
第
４
四
半
期
以
降
の
金
融
収
支
が
ど
の
よ
う

に
推
移
す
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
作
業
を

通
じ
て
、
今
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
収
支
に
ど

の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か

が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
金
融
収
支
の
主

た
る
項
目
は
、直
接
投
資（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）、ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
投
資
、
そ
の
他
投
資
に
わ
か
れ
る
。
ま
ず
直

接
投
資
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
流
入
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
っ
て

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
直
ち
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

影
響
は
受
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
の
負
債
サ
イ
ド
、
す
な

わ
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資

の
流
入
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
第
３
四
半
期

に
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
で
深
刻
な
打
撃
を
受
け

た
海
外
の
投
資
家
が
、
す
で
に
新
規
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
投
資
を
低
下
さ
せ
始
め
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
の
資
産

サ
イ
ド
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
海
外
へ

向
け
て
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
こ
こ
で
は
分
析
対
象

表１　国際収支、金融勘定� （million�USドル）

2006 2007 2008Q1 2008Q2 2008Q3
経常収支 10859 10347 2601 －1241 －564
金融収支 2675 2920 －1674 2526 309
　直接投資ネット 2188 2253 －633 40 87
　　海外向け －2726 －4675 －1729 －1436 －1430
　　国内向け 4914 6928 1096 1476 1517
　　　株式 4616 7549 1263 1084 1480
　　　その他（借り入れ部分） 298 －621 －167 392 37
　　　　うち引き出し 3649 5460 1740 1976 1750
　　　　返済 －3351 －6081 －1907 －1585 －1713
　ポートフォリオ投資 4277 5525 1923 4308 －58
　　資産 －1830 －4457 －823 68 －75
　　　株式 10 －258 －239 －72 54
　　　債券等 －1841 －4199 －584 140 －129
　　負債 6107 9981 2746 4240 17
　　　株式 1898 3559 11 519 －101
　　　債券等 4210 6422 2734 3720 118
　その他投資 －3791 －4858 －2964 －1822 280
　　資産 －1587 －4569 －2512 －1474 －1645
　　　ローン －71 265 －105 －89 －83
　　　その他 －1516 －4834 －2408 －1385 －1562
　　負債 －2204 －289 －452 －348 1925
　　　ローン －2882 －1161 －117 －481 1437
　　　　引き出し 11109 13212 3065 3572 4716
　　　　返済 －13991 －14373 －3182 －4073 －3279
　　　その他（注１） 678 872 －335 133 488
総合収支（注２） 14510 12715 1032 1324 －89
（出所）Bank�Indonesia,�"Indonesia�Financial�Statistics"�各版。
（注１）その他には外貨および外貨預金が含まれる。
（注２）誤差脱漏、資本勘定などのため経常収支と金融収支の合計には一致しない。
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か
ら
外
し
て
い
る
。）　

二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七

年
の
海
外
投
資
家
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
け

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
は
、
株
式
投
資
が
年
間
約

一
九
億
ド
ル
か
ら
三
六
億
ド
ル
、
債
券
投
資
が

四
二
億
ド
ル
か
ら
六
四
億
ド
ル
で
、
年
間
の
合
計

投
資
額
は
、
こ
れ
ら
を
加
え
た
約
六
〇
億
ド
ル
か

ら
一
〇
〇
億
ド
ル
に
達
す
る
。
現
在
の
国
際
資
本

市
場
の
状
況
で
は
、
海
外
資
本
家
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
向
け
て
新
規
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
を
継

続
し
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
、
年
間
で
み
る
と

六
〇
億
ド
ル
か
ら
一
〇
〇
億
ド
ル
の
新
規
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
流
入
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
さ
ら
に
海
外
投
資
家
は
、
す
で
に
保
有
し
て

い
る
株
式
と
証
券
の
売
却
を
進
め
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
一
部
は
す
で
に
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
。

（
現
地
調
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八

年
第
３
四
半
期
に
、
海
外
投
資
家
た
ち
が
こ
れ
ま

で
保
有
し
て
き
た
中
央
銀
行
証
券
お
よ
び
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
債
を
大
量
に
売
却
し
、
資
本
を
引
き
揚

げ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。）

つ
ぎ
に
そ
の
他
投
資
の
負
債
サ
イ
ド
、
主
と
し

て
国
際
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
の
分
析
と
同
様

に
、
そ
の
他
投
資
に
つ
い
て
も
資
産
サ
イ
ド
、
す

な
わ
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
海
外
へ
向
け
て
の
そ

の
他
投
資
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
分
析
の
対
象
か

ら
外
し
て
い
る
。）
二
〇
〇
六
年
お
よ
び
二
〇
〇
七

年
の
年
平
均
の
ネ
ッ
ト
の
数
字
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
額
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
グ
ロ
ス
の
借
入
実
行

額
と
返
済
額
に
分
け
て
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年
お

よ
び
二
〇
〇
七
年
の
年
間
の
借
入
実
行
額
は
、

一
一
一
億
ド
ル
か
ら
一
三
二
億
ド
ル
、
返
済
額
は

年
平
均
一
四
〇
億
ド
ル
強
と
な
っ
て
い
る
。
借
入

実
行
額
の
う
ち
約
四
〇
億
ド
ル
程
度
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
の
多
国
間
、
二
国
間
援
助
に
よ
る
公

的
な
借
入
と
推
測
で
き
る
の
で
、
残
り
の
七
〇
億

ド
ル
か
ら
九
〇
億
ド
ル
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
間

部
門
に
よ
る
国
際
金
融
市
場
か
ら
の
年
間
借
入
実

行
額
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
国
際
金

融
市
場
の
状
況
が
悪
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
や
外
貨
準
備
の

減
少
が
顕
著
に
な
る
と
、
新
規
借
り
入
れ
が
急
速

に
困
難
の
度
合
い
を
増
す
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

一
方
で
、
年
々
の
返
済
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
年
間
返
済
額
一
四
〇
億
ド
ル
前
後
は
引

き
続
き
流
出
を
続
け
る
と
予
想
で
き
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
二
〇
〇
八
年
に
は
経
常

収
支
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
新
規
資
本
流
入
停
止
が
発
生
す

る
と
、
大
雑
把
に
見
つ
も
っ
て
年
間
約
二
〇
〇
億

ド
ル
か
ら
二
四
〇
億
ド
ル
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投

資
の
減
少
と
海
外
銀
行
へ
の
返
済
の
合
計
）
の
金

融
勘
定
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ

は
同
額
の
国
際
収
支
の
赤
字
、
外
貨
準
備
の
減
少
、

ま
た
は
大
幅
な
ル
ピ
ア
の
原
価
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
す
で
に
海
外
投

資
家
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
投
資
の
売
却
を
加
え
る
と
、
金
融
勘
定
の
赤
字

幅
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

発
生
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
人
々
の
資
本
逃

避
に
波
及
し
、
本
格
的
な
危
機
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
大
で
あ
る
。
す
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
そ

の
一
部
は
す
で
に
現
実
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
一
ヶ
月
で
す
で
に
約
六
〇
億
ド
ル
の

外
貨
が
流
出
し
て
い
る
。

●
国
際
的
金
融
支
援
政
策
の
問
題
点

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
一
九
九
七
年
の

ア
ジ
ア
危
機
以
降
改
革
を
進
め
て
き
た
国
際
的
支

援
政
策
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
な
ど
の
地
域
協
定
に
基
づ
く
二
国
間
ス

ワ
ッ
プ
協
定
が
整
備
さ
れ
、
日
本
は
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

現
実
に
こ
れ
ら
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機

能
す
る
の
か
、
特
に
危
機
を
未
然
に
予
防
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
問
題
以
降
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
再
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
チ
ェ

ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
く
日
本―

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
二
国
間
ス
ワ
ッ
プ
協
定
は
、
危

機
を
予
防
す
る
に
十
分
な
金
額
で
あ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
発
動
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
程
度
迅
速
に
発
動
で
き
る
の
か
な
ど
で

あ
る
。

二
〇
〇
八
年
末
時
点
で
の
チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
く
二
国
間
ス
ワ
ッ
プ
協
定
の

枠
約
五
〇
億
ド
ル
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
後
の

新
た
な
国
際
金
融
市
場
の
現
状
か
ら
み
て
、
金
額

的
に
あ
き
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
引

き
出
し
額
が
ス
ワ
ッ
プ
枠
五
〇
億
ド
ル
の
二
〇
％

を
超
え
る
場
合
、
す
な
わ
ち
一
〇
億
ド
ル
以
上
の

ス
ワ
ッ
プ
の
利
用
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ス
タ
ン
ド
バ
イ
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を
条
件
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ス
タ
ン
ド
バ
イ
を

発
動
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
危
機
に

陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
同
義
語
で
あ
っ
て
、

ス
ワ
ッ
プ
全
額
が
危
機
の
予
防
と
し
て
利
用
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
現
状
の

予
防
策
は
必
ず
し
も
途
上
国
側
か
ら
は
利
用
し
や

す
い
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
予
防
的
効
果
は
十

分
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
二
〇
〇
九

年
二
月
に
日
本
政
府
は
二
国
間
ス
ワ
ッ
プ
枠
を

二
〇
〇
八
年
ま
で
の
約
倍
の
一
二
〇
億
ド
ル
に
拡

大
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
遅
き

に
失
し
た
感
が
あ
る
。
ま
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ス
タ
ン
ド

バ
イ
協
定
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
危
機
の
予
防
策
と
し
て
は
十
分
に
機
能

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
も

う
一
度
ア
ジ
ア
金
融
危
機
の
経
験
と
昨
年
一
〇
月

の
危
機
の
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後
の
国
際
金
融
危

機
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
商
業
銀
行
の
流
動
性
問
題

も
う
ひ
と
つ
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
の
銀

行
に
も
流
動
性
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
九
月

に
バ
ン
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
と
い
う
中
規
模
の
商
業

銀
行
が
倒
産
し
て
以
来
、
資
金
の
�flight to 

quality

�（
よ
り
安
全
と
考
え
ら
れ
る
国
営
商
業

銀
行
お
よ
び
大
手
銀
行
へ
の
資
金
シ
フ
ト
）
が
発

生
し
、
銀
行
間
市
場
に
お
い
て
資
金
が
う
ま
く
還

流
し
て
い
な
い
。
大
手
の
銀
行
を
中
心
と
し
て
、

商
業
銀
行
は
こ
れ
ま
で
か
な
り
の
過
剰
流
動
性
を

保
有
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
以
降
、

さ
ら
に
手
元
流
動
性
を
積
み
増
す
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
一
方
で
流
動
性
を
必
要
と
す
る
銀
行
に
は
資

金
が
還
流
せ
ず
、
流
動
性
不
足
に
陥
る
銀
行
が
発

生
し
て
い
る
。
し
か
し
国
際
収
支
危
機
の
下
で
は
、

中
央
銀
行
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
市
場
に
流
動
性
を
供
給
す
る
と
い
う
金
融

政
策
は
発
動
で
き
そ
う
に
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
資

本
流
出
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
は
、
中
央
銀
行

は
金
融
政
策
を
引
き
締
め
、
金
利
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
流
出
を
食
い
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
中
央
銀
行
は
、

政
策
金
利
（
中
央
銀
行
証
券
の
金
利
）
を
二
〇
〇
八

年
六
月
九・二
〇
％
か
ら
九
月
九・九
一
％
、
一
〇
月

一
一・一
六
％
、
一
一
月
一
一・五
六
％
と
急
速
に
引

き
上
げ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
コ
ー
ル
レ
ー
ト
、
さ

ら
に
銀
行
預
金
お
よ
び
貸
出
金
利
も
急
速
に
上
昇

し
た
。
こ
の
結
果
い
く
つ
か
の
銀
行
間
市
場
の
流

動
性
は
さ
ら
に
逼
迫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
一
九
九
七
年
の
危
機
以
降
新
た
に
導
入

し
た
新
中
央
銀
行
法
の
下
で
は
、
中
央
銀
行
の
行

動
は
、
法
的
に
は
金
融
政
策
の
唯
一
の
目
標
で
あ

る
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
追
求
に
縛
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
新
銀
行
法
の
下
で
は
、
中
央
銀
行

が
金
融
部
門
の
安
定
な
ど
と
い
っ
た
イ
ン
フ
レ
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
以
外
の
目
標
に
向
か
っ
て
果
敢
に
対

応
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
ま
と
め

二
〇
〇
八
年
第
４
四
半
期
以
降
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
に
端
を
発
す
る
世
界
経
済
の
危
機
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
大
変
深
刻
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
本
論
の
分
析
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
国
際
収
支
構
造
が
引
き
続
き
脆
弱
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
資
本
自
由

化
し
て
い
る
多
く
の
途
上
国
に
当
て
は
ま
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
国
際
金
融
市
場
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
途
上
国
に
と
っ
て
、
国
際
資
本
の
流
入
と

そ
の
逆
流
の
問
題
は
避
け
ら
れ
な
い
「
原
罪
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
現

状
の
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
新
た
な
多
国

間
お
よ
び
二
国
間
の
国
際
的
な
支
援
枠
組
み
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
支

援
枠
組
み
や
日
本
な
ど
を
中
心
と
す
る
二
国
間
の

支
援
の
枠
組
み
は
、
こ
の
新
た
な
危
機
に
対
し
て

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
に
代
表
さ

れ
る
国
際
金
融
危
機
に
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
、

多
国
間
お
よ
び
二
国
間
の
国
際
的
支
援
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
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